
Ⅳ 人材の育成と府民意識の向上に関する戦略 

 知的財産の創造・保護・活用の全てにおいて、成否の鍵を握るのは人材である。各種

支援策や環境整備を行うとともに、人材を育成することにより、それぞれの取組みが厚

みを持ち、また、多面的な展開が促進されることとなる。 

 発明する者、実施する者、事業を支援する者など、様々な立場の人材が各方面で活躍

することにより、知的財産の創造・保護・活用が行われ、さらに再投資により新たな知

的財産が創造されるという、いわば「知的創造サイクル」が実現され、大阪経済の活性

化が促進される。 

 ここでは、知的財産の創造・保護・活用を支える人材の育成と府民意識の向上に向け

た具体的取組みを示すこととする。 

 

【具体的施策】 

  知的財産権制度の普及啓発 

 １ 関西特許情報センターによる知的財産関連セミナーの開催等 

   関西特許情報センターの各集合機関・団体では、知的財産権制度の普及や人材の

育成等のために、各種セミナーを多数実施している。また、各集合機関・団体が開

催しているセミナー情報をインターネットにより提供し、利用者の利便性の向上に

も努めている。 

   
≪関西特許情報センター集合機関・団体の人材育成事業≫ 

   ○近畿経済産業局特許室 
    ・特許制度改正等説明会、各種産業財産権セミナー 
    ・児童・学生向け産業財産権教育支援事業 等 
   ○独立行政法人工業所有権総合情報館大阪閲覧室 
    ・知的財産権取引業育成支援研修 等 
   ○社団法人発明協会大阪支部 
    ・大阪優秀発明大賞、近畿地方発明表彰 
    ・大阪府生徒児童・教職員発明くふう展、少年少女発明クラブ 
    ・知的財産権活用講座、外国知的財産権セミナー、発明の日記念講演会 

・叙勲・褒章並びに科学技術功労者、研究功績者、科学技術振興功績者等への候補者推薦 等 
   ○日本弁理士会近畿支部 
    ・特許セミナー 
    ・大学・企業等への講師派遣 等 
   ○財団法人日本立地センターテクノマート事業部大阪支部 
    ・講演会、技術説明会、技術移転コーディネータの育成 等 
   ○関西特許情報センター振興会 
    ・各種講演会・講習会 等 
   ○大阪府立特許情報センター 
    ・関西特許情報センターフェスタ（関西特許情報センター集合機関・団体が共催等で参画） 
    ・関西特許情報センター見学会 等 
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２ 知的財産権制度・支援制度等の普及啓発 

 人材の育成及び府民意識の向上を促進するため、本府においても中小・ベンチャ 

ー企業等が身近な場所で参加できるよう、府内各地域において知的財産権制度の 

普及啓発等を促進するセミナーを開催する。併せて、知的財産に関する各種支援情 

報をインターネットにより幅広くＰＲする。 

 

３ 著作権を尊重する教育の推進 

   情報機器やインターネット等の普及で、著作物の複製や転載が容易になっており、

誰もが著作権の侵害や被侵害の可能性が高まっている。そのため、著作権を尊重す

る教育を推進していく必要がある。 

府教育委員会では、平成 14 年３月「情報モラル指導資料」を作成し、各学校に

おける指導を進めているところである。 

 

知的財産の創造、活用を行う人材の育成 

４ 大阪府立大学における「知の創造者」を生み出す教育 

   元来、大阪人は自由な発想と先見性に富んでおり、これまで多くの苦境を独自の

アイデアとベンチャー精神で乗り越えてきた歴史がある。今こそ、この大阪人の特

性を生かして知的財産の形成と地域からの発信を心掛けることが必要である。 

   このため、府立大学では、先端科学、基礎科学、応用科学の研究拠点として「知

の創造」を行うことにより、起業家精神をもった若い技術者、研究者の育成を行う。 

   また、都心部のサテライト教室において、高度な専門的知識の習得を求める社会

人に門戸を開放しており、平成１７年度の府立３大学の再編・統合及び公立大学法

人化を機に、ＭＢＡ（経営学修士）取得やベンチャービジネスの起業を目指す人材

の育成を図る。 

 

５ 大阪府立工業高等専門学校における実践的技術者の育成 

   大阪府立工業高等専門学校は、実践的技術者を養成する高等教育機関として揺る

ぎない評価を得ており、卒業生に対する企業ニーズは極めて高い。 

   今後は、大阪府が設置する教育機関として府内の産業や地域へより一層積極的に
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貢献する機関として、企業等の社会的ニーズに対応した技術者教育を行うとともに、

マネジメント能力を備えた高度な実践的技術者の養成に取り組む必要がある。 

 

６ 創造性を育む科学技術・理科教育の推進 

 創造力に富み、知的好奇心や探求心の旺盛な子どもを育成するため、多様な個性

や能力を伸長する科学技術・理科教育を推進する。 

府教育委員会では、小学校における理科教育を充実し、将来にわたって科学に興

味関心を持ち続ける理科好きな児童を育てるため、科学実験や観察の事例集を作成

し、専門家等による出前学習を実施している。また、高等学校においては、大学に

おける高校生を対象とした公開講座やセミナーの開催など、大学との連携の中で科

学技術・理科教育の充実を図っている。 

 

７ 大阪都心部への大学院サテライト教室の立地促進 

大阪都心部において､社会人が実践的で高度な知識・技能を学ぶ機会を充実する 

ことにより､大阪の産業界や地域社会をリードする人材の育成を図ることを目的と

して､中之島図書館別館を活用した「大学院サテライト教室立地促進事業」を推進

している。 

 平成１６年４月から、関西大学が法科大学院（ロースクール）を、神戸大学がＭ

ＢＡを取得可能なビジネススクールを開講し、広く産業活動の活性化や地域社会に

寄与することのできる人材を育成する。 

   今後、大学院サテライト教室と中之島図書館が連携し、互いに相乗効果が発揮で

きるよう、「ビジネス支援室」の整備等に努めるとともに、大阪市・経済界等との

連携を深めることにより、大学機能の都市部への一層の集積を目指す。 

 


